
仲津小学校空調整備工事の内機械設備工事

行橋市大字道場寺　1439番地

+ ＝

空調改修工事（機械設備） 1.0 式

国庫補助

工事概要

起工理由
　老朽化により、安全面・機能面等で不具合が生じた施設を改修し、利用者の

安全性・利便性を確保するため。

補助内容

行橋市　建築政策課

工事設計書

設

計

精

査

工事名

工事場所

工事費

工事価格 消費税 合計

111,903,000 11,190,300 123,093,300

sadano-r
四角形

sadano-r
四角形

sadano-r
四角形



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

上段：当初
下段：変更

純工事費

工事原価

発生材処分費

工事価格

E 消費税 ％ 10.0

合    計

細目

変更設計

1.0

1.0

当初設計

一般管理費D

1.0

直接工事費A

式共通仮設費B

式

現場管理費C 式

式

発生材処分費除く

1.0



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考細目

変更設計当初設計

機械設備工事

1 空調設備工事 式 1.0

2 換気設備工事 式 1.0

3 自動制御設備工事 式 1.0

4 加湿給水設備工事 式 1.0

5 撤去工事 式 1.0

計



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考細目

変更設計当初設計

1 空調設備工事

1-1 空調機器設備工事 式 1.0

1-2 空調配管設備工事 式 1.0

1　計

2 換気設備工事

2-1 換気機器設備工事 式 1.0

2-2 換気ダクト設備工事 式 1.0

2　計

3 自動制御設備工事

3-1 自動制御設備工事 式 1.0

3-2 遠方制御設備工事 式 1.0

3　計



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考細目

変更設計当初設計

4 加湿給水設備工事 式 1.0

4　計

5 撤去工事

5-1 空調設備撤去工事 式 1.0

5-2 換気設備撤去工事 式 1.0

5　計



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考細目

変更設計当初設計

1 空調設備工事

1-1 空調機器設備工事

(ACP-1)
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空調機 台 1.0

(ACP-2)
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空調機 台 1.0

(ACP-3)
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空調機 台 3.0

(ACP-4)
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空調機 台 16.0

(ACP-5)
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空調機 台 7.0

(ACP-6)
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空調機 台 7.0

(ACP-7)
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空調機 台 3.0

(ACP-8)
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空調機 台 2.0

天井ｶｾｯﾄ形(4方向吹出し)
冷房能力:定格12.5kW ﾂｲﾝﾀｲﾌﾟ

天井ｶｾｯﾄ形(4方向吹出し)
冷房能力:定格10.0kW ﾂｲﾝﾀｲﾌﾟ

天井ｶｾｯﾄ形(4方向吹出し)
冷房能力:定格7.1kW ﾂｲﾝﾀｲﾌﾟ

天井ｶｾｯﾄ形(4方向吹出し)
冷房能力:定格7.1kW ﾍﾟｱﾀｲﾌﾟ

天井ｶｾｯﾄ形(4方向吹出し)
冷房能力:定格3.6kW ﾍﾟｱﾀｲﾌﾟ

天井ｶｾｯﾄ形(4方向吹出し)
冷房能力:定格14.0kW ﾂｲﾝﾀｲﾌﾟ

天井ｶｾｯﾄ形(4方向吹出し)
冷房能力:定格20.0kWﾄﾘﾌﾟﾙﾀｲ

天井ｶｾｯﾄ形(4方向吹出し)
冷房能力:定格14.0kWﾄﾘﾌﾟﾙﾀｲ



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考細目

変更設計当初設計

室外機用防護ネット 個 1.0

室外機用防護ネット 個 1.0

室外機用防護ネット 個 3.0

室外機用防護ネット 個 16.0

室外機用防護ネット 個 7.0

室外機用防護ネット 個 7.0

室外機用防護ネット 個 3.0

室外機用防護ネット 個 2.0

室外機転倒防止金具 個 1.0

室外機転倒防止金具 個 1.0

室外機転倒防止金具 個 3.0

室外機転倒防止金具 個 16.0

室外機転倒防止金具 個 7.0

ACP-3用

ACP-4用

ACP-5用

ACP-1用

ACP-1用

ACP-2用

ACP-6用

ACP-7用

ACP-8用

ACP-2用

ACP-3用

ACP-4用

ACP-5用



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考細目

変更設計当初設計

室外機据付費 台 1.0

室外機据付費 台 4.0

室外機据付費 台 16.0

室外機据付費 台 7.0

室外機据付費 台 10.0

室外機据付費 台 2.0

室内機据付費 台 12.0

室内機据付費 台 32.0

室内機据付費 台 17.0

室内機据付費 台 16.0

室外機基礎工事 式 1.0

1-1　計

改め

冷房能力:定格12.5kW 以下

冷房能力:定格4.0kW 以下

冷房能力:定格7.1kW 以下

冷房能力:定格6.3kW 以下

冷房能力:定格5.0kW 以下

冷房能力:定格4.0kW 以下

冷房能力:定格20.0kW 以下

冷房能力:定格10.0kW 以下

冷房能力:定格7.1kW 以下

冷房能力:定格14.0kW 以下



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考細目

変更設計当初設計

1-2 空調配管設備工事

冷媒管 ｍ 19.0

冷媒管 ｍ 728.0

冷媒管 ｍ 126.0

冷媒管 ｍ 747.0

冷媒管 ｍ 126.0

保温化粧ｹｰｽ ｍ 401.0

保温化粧ｹｰｽ ｍ 10.0

渡り配線工事 ｍ 844.0

ﾄﾞﾚﾝ管 ｍ 132.0

ﾄﾞﾚﾝ管 ｍ 279.0

ﾄﾞﾚﾝ管 ｍ 191.0

ﾄﾞﾚﾝ管 ｍ 33.0

ﾄﾞﾚﾝ管 ｍ 3.0

ﾄﾞﾚﾝ管 ｍ 1.0

ﾄﾞﾚﾝ管 ｍ 11.0

ﾄﾞﾚﾝ管 ｍ 4.0

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管
VP30 屋内架空
硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管
VP25 屋内架空
硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管
VP40 屋外架空
硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管
VP25 屋外架空

140x80

100x70

EM-EEF1.6-3C

結露防止層付硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管
40A 屋内一般
結露防止層付硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管
30A 屋内一般
結露防止層付硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管
25A 屋内一般
硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管
VP40 屋内架空

冷媒用断熱材被覆銅管
25.4φ ｶﾞｽ管
冷媒用断熱材被覆銅管
15.9φ ｶﾞｽ管

冷媒用断熱材被覆銅管
6.4φ 液管

冷媒用断熱材被覆銅管
12.7φ ｶﾞｽ管
冷媒用断熱材被覆銅管
9.5φ 液管



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考細目

変更設計当初設計

ﾄﾞﾚﾝ管用防虫網 個 1.0

ﾄﾞﾚﾝ管用防虫網 個 1.0

機械はつり補修 か所 8.0

機械はつり補修 か所 1.0

機械はつり補修 か所 2.0

1-2　計

改め

40A

25A

冷媒配管工事
口径100mm 壁厚さ200mm程度

ﾄﾞﾚﾝ配管工事
口径100mm 壁厚さ150mm程度

ﾄﾞﾚﾝ配管工事
口径100mm 壁厚さ200mm程度



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考細目

変更設計当初設計

2 換気ダクト設備工事

2-1 換気機器設備工事

(HEU-1)
全熱交換ﾕﾆｯﾄ 台 26.0

(HEU-2)
全熱交換ﾕﾆｯﾄ 台 3.0

(HEU-2)
全熱交換ﾕﾆｯﾄ 台 32.0

(HEU-2)
全熱交換ﾕﾆｯﾄ 台 2.0

給排気ｸﾞﾘﾙ 個 52.0

給排気ｸﾞﾘﾙ 個 70.0

給排気ｸﾞﾘﾙ 個 4.0

L型消音ﾎﾞｯｸｽ 個 52.0

L型消音ﾎﾞｯｸｽ 個 70.0

L型消音ﾎﾞｯｸｽ 個 4.0

天井埋込ﾀﾞｸﾄ形
200φx500m3/h

天井埋込ﾀﾞｸﾄ形
150φx250m3/h

天井埋込ﾀﾞｸﾄ形
150φx350m3/h

天井埋込ﾀﾞｸﾄ形 200φ用

天井埋込ﾀﾞｸﾄ形 150φ用

天井埋込ﾀﾞｸﾄ形 100φ用

天井埋込ﾀﾞｸﾄ形 200φ用

天井埋込ﾀﾞｸﾄ形 150φ用

天井埋込ﾀﾞｸﾄ形 100φ用

天井埋込ﾀﾞｸﾄ形
100φx150m3/h



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考細目

変更設計当初設計

深形ﾌｰﾄﾞ 個 52.0

深形ﾌｰﾄﾞ 個 70.0

深形ﾌｰﾄﾞ 個 4.0

全熱交換ﾕﾆｯﾄ据付費 台 26.0

全熱交換ﾕﾆｯﾄ据付費 台 37.0

給排気ｸﾞﾘﾙ取付費 個 126.0

L型消音ﾎﾞｯｸｽ取付費 個 126.0

深形ﾌｰﾄﾞ取付費 個 52.0

深形ﾌｰﾄﾞ取付費 個 70.0

深形ﾌｰﾄﾞ取付費 個 4.0

2-1　計

改め

350m3/h 以下

500m3/h 以下

ｽﾃﾝﾚｽ製 200φ用

ｽﾃﾝﾚｽ製 150φ用

ｽﾃﾝﾚｽ製 100φ用

200φ

150φ

100φ



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考細目

変更設計当初設計

2-2 換気ダクト設備工事

給排気ﾀﾞｸﾄ ｍ 608.0

給排気ﾀﾞｸﾄ ｍ 850.0

給排気ﾀﾞｸﾄ ｍ 29.0

ﾀﾞｸﾄ保温工事 ｍ 146.0

ﾀﾞｸﾄ保温工事 ｍ 189.0

ﾀﾞｸﾄ保温工事 ｍ 14.0

ﾀﾞｸﾄ保温工事 ｍ 22.0

ﾀﾞｸﾄ保温工事 ｍ 32.0

機械はつり補修 か所 14.0

機械はつり補修 か所 34.0

2-2　計

改め

口径200mm 壁厚さ200mm程度

ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ SPD-200φ

ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ SPD-150φ

200φ 遮音ｼｰﾄ+ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

150φ 遮音ｼｰﾄ+ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

100φ 遮音ｼｰﾄ+ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
200φ 遮音ｼｰﾄ+ｸﾞﾗｽｳｰﾙ+鉄板
巻
150φ 遮音ｼｰﾄ+ｸﾞﾗｽｳｰﾙ+鉄板
巻

口径250mm 壁厚さ200mm程度

ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ SPD-100φ



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考細目

変更設計当初設計

3 自動制御設備工事

3-1 自動制御設備工事

空調用ﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ 個 36.0

換気用ﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ 個 36.0

ｽｲｯﾁ類取付費 個 72.0

湿度調節器 個 36.0

制御線 ｍ 1097.0

制御線 ｍ 296.0

金属線ぴ ｍ 140.0

機械はつり補修 か所 6.0

3-1　計

改め

全熱交換ﾕﾆｯﾄ専用ﾘﾓｺﾝ

電気式 室内用 取付含む

空調換気制御線
EM-CEE 2.0-2C

EM-CEE 2.0-3C 加湿制御線

空調機専用ﾘﾓｺﾝ

1種 MM1-A型 25.4mm

口径25mm 壁厚さ200mm程度



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考細目

変更設計当初設計

3-2 遠方制御設備工事

集中リモコン 台 1.0

ﾃﾞﾏﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗｰ 台 1.0

ﾊﾟﾙｽ検出器 個 1.0

制御線 ｍ 762.0

金属線ぴ ｍ 2.0

電線管 ｍ 58.0

3-2　計

改め

ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ型ｾﾝﾄﾗﾙｽﾃｰｼｮﾝ

EM-CEE 2.0-2C ｴｱｺﾝ制御線

1種 MM1-A型 25.4mm

VE 16mm



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考細目

変更設計当初設計

4 加湿給水設備工事

天井ｶｾｯﾄ形用加湿器 台 2.0

天井ｶｾｯﾄ形用加湿器 台 2.0

天井ｶｾｯﾄ形用加湿器 台 6.0

天井ｶｾｯﾄ形用加湿器 台 29.0

天井ｶｾｯﾄ形用加湿器 台 13.0

天井ｶｾｯﾄ形用加湿器 台 7.0

天井ｶｾｯﾄ形用加湿器 台 3.0

天井ｶｾｯﾄ形用加湿器 台 2.0

天井ｶｾｯﾄ形用加湿器据付 台 64.0

加湿給水管 ｍ 5.0

加湿給水管 ｍ 83.0

加湿給水管 ｍ 197.0

加湿給水管 ｍ 205.0

加湿給水管 ｍ 307.0

ACP-1用 気化式加湿器

ACP-7用 気化式加湿器

ACP-5用 気化式加湿器

ACP-6用 気化式加湿器

ACP-3用 気化式加湿器

ACP-4用 気化式加湿器

ACP-2用 気化式加湿器

塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管
SGP-VA15A 屋内一般

ACP-8用 気化式加湿器

塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管
SGP-VA40A 屋内一般
塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管
SGP-VA32A 屋内一般
塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管
SGP-VA25A 屋内一般
塩ﾋﾞﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管
SGP-VA20A 屋内一般



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考細目

変更設計当初設計

加湿給水管保温工事 ｍ 5.0

加湿給水管保温工事 ｍ 83.0

加湿給水管保温工事 ｍ 197.0

加湿給水管保温工事 ｍ 205.0

加湿給水管保温工事 ｍ 307.0

仕切弁 個 3.0

仕切弁 個 5.0

仕切弁 個 4.0

仕切弁 個 64.0

Y型ｽﾄﾚｰﾅｰ 個 64.0

機械はつり補修 か所 3.0

機械はつり補修 か所 6.0

配管接続 鋼管 40A 保温有 か所 3.0

配管接続 鋼管 25A 保温有 か所 3.0

4　計

改め

GV32A JIS-10K

GV25A JIS-10K

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ+ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ
20A 天井内
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ+ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ
15A 天井内

GV40A JIS-10K

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ+ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ
40A 天井内
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ+ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ
32A 天井内
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ+ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ
25A 天井内

GV15A JIS-10K

15A JIS-10K

口径150mm 壁厚さ150mm程度

口径100mm 壁厚さ150mm程度



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考細目

変更設計当初設計

5 空調換気設備撤去工事

5-1 空調設備撤去工事

空調機器類撤去費 式 1.0

空調機器類撤去費 式 1.0

空調機器類撤去費 式 1.0

配管類撤去費 式 1.0

仕切弁他撤去費 式 1.0

ﾌﾚｷｼﾞｮｲﾝﾄ他撤去費 式 1.0

冷媒管他撤去費 式 1.0

冷水管保温撤去費 ｍ 19.0

冷水管保温撤去費 ｍ 3.0

給水管保温撤去費 ｍ 6.0

給水管保温撤去費 ｍ 47.0

ﾄﾞﾚﾝ管保温撤去費 ｍ 60.0

ﾄﾞﾚﾝ管保温撤去費 ｍ 94.0

全棟･冷媒管､ﾄﾞﾚﾝ管等

全棟･40A 屋内一般

西棟

南棟

東棟

全棟･仕切弁､逆止弁等

東棟･125A 機械室

東棟･100A 機械室

東棟･32A 機械室

東棟･25A 屋外架空

全棟･ﾌﾚｷｼﾞｮｲﾝﾄ､Y形ｽﾄﾚｰﾅｰ等

全棟･30A 屋内一般

全棟･冷却水管､冷水管等



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考細目

変更設計当初設計

冷媒ﾌﾛﾝ回収工事 台 1.0

冷媒ﾌﾛﾝ回収工事 台 1.0

冷媒ﾌﾛﾝ回収工事 台 1.0

冷媒ﾌﾛﾝ回収工事 台 1.0

冷媒ﾌﾛﾝ回収工事 台 2.0

配管切断 か所 1.0

配管切断 か所 1.0

配管切断 か所 2.0

5-1　計

改め

冷却能力:11.2kW

冷却能力:5.0kW

鋼管 40A 保温あり

鋼管 32A 保温あり

鋼管 25A 保温あり

冷却能力:8.0kW

冷却能力:314.0kW

冷却能力:28.0kW



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考細目

変更設計当初設計

5-2 換気設備撤去工事

換気機器類撤去費 式 1.0

給排気ｸﾞﾘﾙ撤去費 個 18.0

消音ﾎﾞｯｸｽ撤去費 個 18.0

給排気ﾌｰﾄﾞ撤去費 個 18.0

ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ撤去費 ｍ 107.0

ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ撤去費 ｍ 46.0

ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ撤去費 ｍ 15.0

ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ保温撤去費 ｍ 47.0

長方形ﾀﾞｸﾄ撤去費 ｍ2 76.0

長方形ﾀﾞｸﾄ撤去費 ｍ2 358.0

長方形ﾀﾞｸﾄ撤去費 ｍ2 472.0

長方形ﾀﾞｸﾄ撤去費 ｍ2 161.0

長方形ﾀﾞｸﾄ撤去費 ｍ2 277.0

ﾁｬﾝﾊﾞｰ撤去費 ｍ2 125.0

ﾁｬﾝﾊﾞｰ撤去費 ｍ2 57.0

ﾁｬﾝﾊﾞｰ撤去費 ｍ2 38.00.8mm

100φ

150φ

全棟:全熱交換ﾕﾆｯﾄ､排風機

200φ

全棟

全棟

全棟

1.0mm

0.8mm

0.6mm

0.5mm

1.2mm

1.0mm

1.2mm



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考細目

変更設計当初設計

長方形ﾀﾞｸﾄ保温撤去費 ｍ2 934.0

ﾁｬﾝﾊﾞｰ保温撤去費 ｍ2 109.0

ﾁｬﾝﾊﾞｰ保温撤去費 ｍ2 111.0

吹出口撤去費 個 11.0

吹出口撤去費 個 110.0

吹出口撤去費 個 4.0

吸込口撤去費 個 1.0

吸込口撤去費 個 5.0

吸込口撤去費 個 1.0

ﾀﾞﾝﾊﾟｰ撤去費 個 2.0

ﾀﾞﾝﾊﾟｰ撤去費 個 5.0

ﾀﾞﾝﾊﾟｰ撤去費 個 11.0

防火ﾀﾞﾝﾊﾟｰ撤去費 個 1.0

防火ﾀﾞﾝﾊﾟｰ撤去費 個 8.0

防火ﾀﾞﾝﾊﾟｰ撤去費 個 13.0

防火ﾀﾞﾝﾊﾟｰ撤去費 個 104.0

5-2　計

改め

25mm

50mm

BLD 3m以下

GVS 2.4m2以下

GVS 1.6m2以下

GVS 1.0m2以下

GVS 1.6m2以下

GVS 1.0m2以下

25mm

VHS 0.2m2以下

VHS 0.1m2以下

FD 0.5m2以下

FD 0.1m2以下

GVS 0.5m2以下

SFD 1.0m2以下

SFD 0.5m2以下



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

発生材処分

金属くず ｍ3 19.6

廃プラ ｍ3 0.4

ガラス・陶器 ｍ3 0.2

発生材積込み 機械 ｍ3 20.2

撤去材運搬 ｍ3 19.6

撤去材運搬 ｍ3 0.4

撤去材運搬 ｍ3 0.2

小計

改め

廃プラ
4t積級 11.6km
ガラス・陶器類
4t積級 15.5km

当初設計 変更設計

細目

金属くず
4t積級 15.5km



1. 仕様について

・本工事は、防衛省の防衛施設周辺防音事業補助金を利用しているため、

　「防衛施設周辺防音事業工事標準仕方書（最新版）」の仕様を適用する。

　同仕方書による工事種別は、「1級」とする。

2. 安全管理について

・本工事は、建築主体工事・電気設備工事・機械設備工事の三業者にて作業を行うため、

　業者間の打合せを十分に行い、施工すること。ただし、建築主体工事の入札は、１２月

　実施予定である。先んじて契約を行う電気・機械設備業者は、建築業者決定までの間、

　材料等の準備を行うこと。

・工事車輌等の搬入出は、児童の登校時間帯・下校時間帯を考慮して行うこと。

・工事箇所が利用者の動線と交差する場合があるため、交通誘導員等を適宜配置し、

　安全確保すること。

・仮囲い設置等は、状況に応じて、施設管理者および監督者と協議すること。

・内部作業の際は、搬入出路の養生を行い、損傷等を与えないよう配慮すること。

　

3. 工程管理について

・工事区分については、別紙(ﾛｰﾘﾝｸﾞ計画図(案))を原則とするが、契約後、学校および

　監理・監督者と十分打合せの上、実施工程表を作成すること。

・現在、空調設備が設けられている部屋については、既存もしくは新設の空調設備を

　使用可能な状態にすること。

・校舎(南棟)の既存の空調設備は、令和５年度も使用できるようにすること。

・職員室の施工時期は、夏休み等の期間を利用し、学校運営に支障がないよう考慮すること。

・施設管理者および監督員と協議し、遅延無く工事を完了させること。

　また、先行工区については、工事契約約款第33条に基づき部分使用を行う。

・停電作業については、学校運営に極力支障がないよう、日程調整を行うこと。

4. その他

・平日の授業が行われている時間帯については、極力大きな音の出る作業を避けること。

・教室にある棚等は、現状のまま、養生を行って工事を行うこと。移動が避けられない

　場合は、請負者が移動させること。

・施工にあたり現場付近の道路、樹木、工作物等に損傷を与えた場合は、請負者の負担

　によって早急に復旧しなければならない。

・構内の駐車場所は限りがあるので、可能な限り乗り合わせで来場すること。

・施工計画書・材料承認等の必要書類は、早急に提出し承認を得てから施工を行うこと。

・施工体制台帳、施工体系図は、下請負人と契約後、速やかに提出すること。

　暴力団排除条項に該当するものを下請負人とした場合には、元請負人に対して

　下請負契約の解除を求めることができる。

5. アスベスト建材について

・２０２２年４月１日から、請負金額が１００万円以上の改修工事又は、解体部分の床

面積の合計が８０㎡以上の工事を行う施工業者は、アスベストの事前調査の報告が義務

化になりましたので、アスベストの事前調査を行い、届出を行うこと。

・アスベスト関連の法律を遵守し、適切に処理すること。

6. 前払金について

・契約会計年度に、翌会計年度の前払金の一部を含めて請求することができる。

　ただし、前払金の請求額は、契約会計年度の支払限度額を超えて請求することはできない。

仲津小学校空調整備工事〈現場説明書〉
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(夏休み期間)R5.7 ～R5.8(1.5ヵ月)

準備期間R5.11～R5.1

R5.4 ～R5.5(2.0ヵ月)

R5.9 ～R5.11(2.5ヵ月)

書類整理

R5.2 ～R5.3(2.0ヵ月)

R5.6 ～R5.7(2.0ヵ月)

ローリング計画図

R6.1 

R5.11～R6.12(2.0ヵ月)


